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渡邊 漢族の風水知識と居住空間

漢 族 の 風 水 知 識 と 居 住 空 間

とくに住宅風水と風水理解に関する

        知識人類学的諸問題について

渡 邊 欣 雄*'

1.は じめに:知 識 と リア リテ ィ

11.〈風水〉と 「三合院」住宅 との無関連?

皿.研 究者の〈風水知識>

1V.住 宅 と〈嵐水〉:「陽宅」 の理念

V.住 宅と〈風水〉:台 湾省の事例瞥見

VL住 宅 と〈風水〉:福建省の事例瞥見

皿.結 論;人 類学的知識の研究 に向けて

一 われわれの概念にはすべて限界がある。 〔概念が指示する ものが〕 リ
ア リティであると思いがちだが,じ つは知性の創造物である一F.カ プラ

[CAPRA  l975:181]o

1.は じめに 知 識 と リア リテ ィ

 東洋の哲学や思想を知って,物 理学者カプラは,リ ア リティが人間外的な自然の本

質を表現 したものだというヨーロッパ的思考を疑った。 リア リティはそれを リア リテ

ィであるとみなす 人間の知性=知 識に宿って'いることを,い まわれわれ人類学者に再

認識させようとしても,さ ほど感動しないだろう。人類学者がこのような認識に到達

して久 しいからである。このような認識に到達 して久 しいが,し かし,リ ア リティを

リア リティであるとする人類学者の く知識〉を,人 類学者 自身今日までどれ ほど問題

視できたであろうか。なおまだ,と うてい十分であるとは言いきれない。すなわち,

われわれが リア リティに対 し,そ れが含むコー ドであるとして,ア ・プリオ リにこれ

まで適用してきた,〈 自然〉対 〈文化〉,〈男性〉対 〈女性〉,〈聖〉対 〈俗〉などの概

念が,わ れわれの 「知性の創造物」にすぎないことを,ど れぼど今日認識できている

かということである。

 議論の出だしとしては,あ まりにも大きな認識論から出発 しているが,本 稿ではま

ずかような前提を前提 とせねばならないのである。カプラが言うように,人 間の精神

*東 京都立大学人文学部
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には2種 類の知識がありうることは,古 くから認められてきた[(】APRA I 975:30]。

1つ は合理的知識であり,も う1つ は直観的知識である。とくにヨーロッパではそれ

ぞれの知識の特質が,〈 科学〉と 〈宗教〉とに区分され,後 者の直観的 ・宗教的知識

のほうが前者の合理的 ・科学的知識より低 く評価されてきたのである。 しか し東洋で

は,か つては逆であった。 リア リティを合理や言語を超えたものとみなす知識こそ,

す ぐれて会得せねばならぬものとされていた。そのはるかに 「東洋的」な知識の産物

の1つ こそ,本 稿で対象 とし,あ るいはそれを通じて世界を観ようとするく風水知識〉

にほかならない。かつて東洋では合理的 ・言語的知識よりも優れた知識であるとされ

てきた直観的知識は,い まは東洋(東 アジア)で も顧みられな くなって しまっている。

そしていまは逆に,カ プラをはじめとするヨーロッパの研究者たちのほうが,東 洋的

知識の重要性をす ぐれてよく理解 しているのである。 東洋の学者たちは,こ の100～

200年 のあいだにヨーロッパの合理的知識を優れたものとみなし,み ずか らの知識伝

統を棄て去 ってまでその知識を吸収 し,「知識の正当性」[BERGER&L・ucKMANN

1966]の 根拠としてきたのであ る。至上至高の知識は,ヨ ーロッパと同様に ここ東洋

でも 「科学」の名のもとに体系づ けられ,限 定された知識となってきた。だから く風

水知識〉を東洋人みずか らが顧みようとするときに,低 位の知識としてこれを 「宗教」

視 し,あ るいは 「科学的宗教」の立場か らこれを 「迷信」視してきたのであ る。

 本稿で論 じたいのは主題にあるように,異 文化対象としての漢族の 〈風水知識〉で

あり,そ の応用分野の1つ としての居住空間(主 として住宅)に 関する問題である。

しかしこの主題に至るためには,大 きな前提条件があり,あ るいはもう1つ 別の主題

があると称してもよい。 それは相手の 〈知識〉の問題ではなく,わ れわれ研究者の

〈知識〉の問題なのである1)。すなわちカプラの言うように,わ れわれが リア リティを

扱うかぎり,リ アリティの根源となっている話者=相 手の 〈知識〉の理解を必然とする

ことはもちろんだが,こ れを理解し解釈 しようとする研究者の 〈知識〉もまた,い や

その知識こそ問題視せねばならない。 〈風水〉を漢族の リアリティだと述べる主体の

知識こそ,リ ア リティそのものだからである。漢族に発 し,東 アジア ・東南アジアに

ひろく流布してきた 〈風水知識〉は,い ままでわたくしがなんども紹介を試みて きた

ように[渡 邊 1978,1988a,1988b,1989a,1990a,1990b],〈 風水〉鑑定の専門家

を中心として所持する高潔な智術だったものである。その知識はふつうの人びとのす

べてが所持しうる知識ではなく,多 くの学習と訓練と直観とをもって,は じめて具備

・応用できる知識である。知識は高度に体系化されており,ま た限定されている。 し

1)本 稿はわたくしの沖縄の民俗的知識の研究[渡邊 1986:1-36]以 降の,0連 の知識人類学的
 研究の一部である。民俗的知識の研究でも,研究者の知識の問題に触れておいた。
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か し一度応用されると,個 人および社会への影響力は大 きく,個 人の0生 を左右 し社

会の興亡を決定づける。それは世界の未来を予知するとともに,い まある世界の存在

の因果をも人びとの得心のい くように解釈す ることがで きる。かような知識だか ら,

時代を通 じてときの政府を 巻き込み,奨 励され,排 斥 され,あ るいは反政府運動の

根拠を与え,人 びとの政治差別の思想的背景ともなって きた[c£WEBER 1947;

FREEDMAN l 966;FEucHTwANG 1972;島 尻1983;WATsoN 1988;金 1988

などユ。したがって,東 洋に保存されているこのように実用的で体系的な知識の理解の

ためには,研 究者側に相当程度の知識の慣熟性がもとめられる。〈風水知識〉なくして

は相手の 〈風水知識〉が理解できない。 このあまりにも当然の反復運動が,学 問とし

ての 〈風水論〉の リア リティなのだが,ヨmッ パ合理主義に心酔 して しまった東洋

人学者たちが,は たしてどれ くらい自分たちの過去を理解できるのか,こ れこそ大 き

な問題としていまたちはだか っているのである。

皿.〈 風水〉 と 「三 合院」住宅 との無 関連?

 わたくしの場合,漢 族研究の課題はたいてい沖縄研究からもたらされる。日本本土

から沖縄がみえないにもかかわらず,沖 縄からは日本本土 ・日本文化の特質がよくわ

かるように[高 沢 1987],漢 族の中心部からでは漢文化がよく理解で きない,あ るい

は問題視できないのと同じである。

 1988年 は沖縄にとって画期的な年だった。沖縄文化を理解するために,沖 縄 と中国

の双方で共同討議や共同研究を行なうという,こ のあまりにも当然ので きごとが実施

されたのである。沖縄は日本本土より以上に中国か らの文化的影響を強く受けており,

それは沖縄への閲人渡来から琉中双方の交通交易が盛んとなる,14～17世 紀の歴史と

文化の復原のために実施されたのでる。1988年 の琉中双方の学術交流は,ま ず沖縄県

浦添市と福建省泉州市とが姉妹都市協定を締結したことを記念 して実施された,「 文

化討論会」のかたちとなってあらわれた[浦 添市教育委員会 〔編〕 1988]。 そして同

じ年に今度は,同 じ目的で台湾の研究者と主として沖縄の研究者が一堂に会 して,双

方の 「歴史関係」を認識すべ く 「学術会議」を実施したのである[琉 中歴史関係国際

学術会議実行委員会 〔編〕 1989]。 わたくしは後者の 「学術会議」で研究発表を行な

うことができ,琉 中双方が共有 している知識やイデオロギーの異同をあきらかに した

が[渡 邊 1989],本 稿にかかわるのはむしろ前者の,「 文化討論会」での若干の討論

内容である。討論会のメイン・テーマは 「琉球一中国交流史をさぐる」であったが,

                                     201



国立民族学博物館研究報告別冊 14号

うち分科会があり,な かでも 「民俗と文化」の分科会の討論内容が,本 稿の課題提起

の動機づけになっている。この分科会では中国側出席者である陳洒東 ・元泉州市文物

管理委員会主任(現 泉州市歴史研究会会長)と,劉 恵孫 ・福建師範大学教授への質疑

応答のかたちで討論が進行した。この討論のなかで,沖 縄側から 〈風水〉に関する質

問が出され,両 者がそれに応えている。ここでは本稿の課題提起に必要な部分のみ,

若干討論内容を復原してみよう。なお質問者は,渡 名喜明(琉 球大学助教授)で ある。

 渡名喜:わ た くし 〔は〕泉州に行ったことがあ ります。台湾で もそうですが,家 の

  作 り方は真ん中に位牌を祀 って,コ の字形になっていますね。あの作 りは,風 水

  と関係ありますか。

 陳:関 係ありません。両方ありまして,1つ は風水をきちっと見る場合,も う1つ

  は土地の形を見る場合です。ご先祖様の位牌は,必 ず真ん中に置く,と いう考え

  方で作っているところがあります。

 渡名喜:そ の考え方は風水なんですか。

 陳:そ れは違います。なぜなら道路の側に家を作 らなければいけませんから,道 路

  の向いている方に向いています。しかし家を作るときに門は非常に重要です。そ

  れに前が広びうとしているかということも重要です。 (以上の質疑応答は[浦 添

  市教育委員会〔編〕 1988:155]に よる。)

 わた くし自身はこの 「文化討論会」に出席 していないので,上 記の討論内容でさら

に言外にあるものが,い ろいろと想像できて しまう。この討論で渡名喜は,中 庭を囲

って三方に建物を配置するコの字形の,い わゆる 「三合院」住宅というその建築様式

と,〈風水〉とが関係 していないかどうかを尋ねたのである。それに対 して陳は,「三

合院」住宅がかならず しも 〈風水〉判断によって建設されるものではないことを説い

ている。のちほど述べるように,「 三合院」住宅と 〈風水〉とが因果関係を もって必

然的に結びついているわけではないことは,確 かであろう。だからここは,「 三合院」

住宅が 〈風水〉と関係 しない理由を理解することがむ しろ重要だ。陳の指摘によれば,

〈風水〉によって建築 しない場合は,家 屋の建築にあたって 「土地の形」をみるとい

う。 それはいったい,ど ういうことなのだろうか。 「土地の形」をみる観法こそ 〈風

水〉に深く関係 しているのではなかろうか。また く風水〉によらないのなら,な ぜ祖

先の位牌を建物の中央に置 くのだろうか。 つづけて渡名喜が問い尋ねると,〈 風水〉

によらないから家屋は道路に向けて建てるといい,と くに門の位置が非常に重要で,

かつまた家屋の前面が広 びうとしていることが重要だという。この討論を読んで,わ

たくしがますますわか らな くなるのは,陳 が 〈風水〉によらないから重要だとした,
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道路と家屋との関係,門 の位置方向,家 屋前面の広さなどはすべてみな,じ つは 〈風

水〉判断の重要な視点のはずだからである。それはことさら 〈理念上の風水〉とわた

くしが呼んだ[渡 邊 1989a:23],〈 風水〉文献の知識において,最 も極端に重要視さ

れている,い わば 〈風水〉判断のキイ ・ワー ドである[ie.周 1979;文 山 1983;

鐘1986;董1988な ど]。 もっとも,地 形判断 ・門路判断など0連 の判断が 〈風

水〉判断と酷似していても,居 住者本人が 〈風水〉を意識せずして住宅を建てる場合

は,ま ったく別問題である。そうであるなら,住 民は 〈風水知識〉をもたず,あ るい

はそれによらず家を建てていると説明すべきで,そ うでないかぎり陳の答えは混乱し

ていると言わざるをえない。 〈風水〉観法には,陳 の答えにあるような総 じて地勢判

断を重要視するより,方位判断重視の学派があって,〈羅盤〉重視の学派の観法を 「風

水」判断とみれば,陳 の答えにも得心がゆく。が,し かし同書の別の討論内容を読ん

でみて も,陳 の 〈風水知識〉はあきらかに地勢判断によっているのである[浦 添市教

育委員会〔編〕 1988:152-155]。 陳は 〈風水〉に関 し,十 分な知識を もちあわせて

いないのではないか,と 失礼を省みずわたくしは結局そう感 じた次第である。劉にし

ても同様で,か れははじめか ら 「わた くしは風水のことはあまり信じません し,よ く

わか りませんので……」[浦添市教育委員会 〔編〕 1988:154]と 断わっている。この

ように,〈 風水〉を 「信心」の対象にしている点については,の ちほどくわしく議論

したい。
                           a

 少な くとも渡名喜の質問に対して,泉 州市の特殊事情はわからないが,陳 の答えは

答えになっていないと思われる。 わた くしの知識からすれば,「 三合院」住宅と 〈風

水〉とは,深 い関連をもっているのである。ただあ くまで もその関連性の前提条件は,

〈風水知識〉を して住宅の立地や形態を,人 びとに説かしめようとする社会環境のあ

ることが前提で[渡 邊 1990a],そ うでなければ本稿を著わした意義はない。 すなわ

ち,「三合院」住宅 とく風水知識〉の起源はたとえ別々でも,「三合院」(も ちろん 「四

合院」住宅で も同様である)住 宅がいかに 〈風水〉に適 しているかと説 くその論理 こ

そが,両 者を相関せ しめる鍵なのである。その点は台湾の事例から述べて,大 陸中国

の事例 もみることにしたいが,わ た くしにとって気がかりなのは,ま ずは研究者側の

知識であり,そ の点をまず解決 しておかなければならない。

皿.研 究者 の 〈風水知識〉

いったい中国の研究者は,自 分たちの過去の文化遺産を,今 日どのように認識 して
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いるのであろうか。個々の中国人研究者の知識に差のあるこζは,も とより否めない。

そこで数ある知識のうち,当 該研究者の知識の公準を,最 も判断しやすいのは辞典で

ある。辞典はそれぞれ専門的知識をもっている研究者たちが分担しあって,時 代に応

じた知識を集めたコンパクトな知識資料集であるといいうる。ここでは最近入手でき

た辞典2典 に限って,そ の例 としておきたい。辞典は く風水〉および 〈風水〉判断を,

いかように解説 しているであろうか。

 看風水:ま たの名を 「相宅」という。 迷信 活動である。 住宅(俗 に 「陽宅」とい

  う),建 設基準地あるいは墓地(俗 に 「陰宅」という)を 判断するに,周 囲の風

  向き水流などの 「形勢」 (環境)を 観て,災 禍を避け福を得ようとする判断であ

  る。伝えるところによれば,晋 時代の郭僕が考え出したと言われている。その著

  『葬書』は,「葬者生気に乗ずるなり。経に曰く。気は風に乗 じて即ち散 じ,水 に

  界されて即ち止む。古人これを集めて散ぜ しめず,こ れを行ないて止あらしむ。

  ゆえにこれを風水という」と説いている。のちの世に専門家が現われて,そ の業

  を担当するのを 「風水先生」 と称 した。 宅を相するときは,向 盤(ま た の名 を

  「羅盤」という)を 手持 した。その盤上は,東 南西北の四方に分かれ,ま た寅卯

  辰,巳 午未,申 酉戌,亥 子丑 と十二刻に区切 られていた。盤上の指針の向きを判

  断 して,地 の吉凶を判別 したのである。また 「気散風沖」すなわち,気 が散じ風

  の流量の多い地を凶とし,場 所が広大で障害物のない地を吉とした。さらに陰陽
          e

  五行説を混合して,つ とめて 「沖犯」 (気の衝突)を 避けようとした。建設基準

  地が 「貫気」 (十分な気の作用状態)で あると,子 孫は官吏となり財運が好転 し

  て早 くから安寧を得ることができ,か ならずあるだろう奇異な災いや予期せぬ災

  いを防 ぐことがで きる。往時は漢族や多 くの少数民族のなかで,こ のような考え

  かたがひとしく流行していたが,今 日でもなおまだ残っているので ある[鄭 ・張

  〔主編〕 1987:384]。

 看風水:漢 族の古代か ら伝承されている迷信風俗である。往時は家を建てるとき,

  墓に葬るときはみな,ひ とを頼んで地勢 ・山水を観察 ・判断してもらい,い わゆ

  る 「好風水」,「好地脈」を得て一家の繁栄、・富貴を達成 しようとした。これを俗

  に 「看風水」といい,こ れを行なう専業家を 「風水先生」ないしは 「堪輿先生」

  と言った。この風俗が興ったのは非常に早 く,晋 時代の 『葬書』か らである。す

  なわち 「葬者生気に乗ずるなり。経に日く。気は風に乗 じて即ち散 じ,水 に界さ

  れて即ち止む。古人これを集めて散ぜしめず,こ れを行ないて止あ らしむ。ゆえ

  にこれを風水という」とある。『中国風俗史 ・魏晋南北朝階』には,「風水説は,
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  宋の時代になってはじめて盛んになった。 したがって宋時代以来,そ の誤謬をう

  ち消そうとしてもまた復すること少なくなかった」とある。往時は,親 縁な民族

  どお しそれぞれ似たような風俗がひとしく存在 したが,い まはこの風俗はすでに

  盛んではない。ただ,風 水の観念はいまだに存 在 している[唐 ・彰〔主編〕1988:

  575]。

 現在入手 しうるてごろな辞典2典 の く風水〉定義を紹介したが,た だ1点 をのぞき

十分参考になる内容である。 古来 中国では,「 地霊人傑」とか 「福地福人居,福 人居

福地」などと称 して,土 地 ・環境と人間生活の吉凶的因果関係が観念されてきた。こ

れを 〈地人相関論〉だといえば,リ ッター(K.Ritter)の みならず ヨーロッパ地理学

にも久 しく観念されてきたものと,き わめてよ く似ている[渡邊 1978】。が,し かし,

中国 く風水〉論は,そ れがヨーロ黙パ地理学とはちがって,〈 動態地理学〉か ら発 し

ているという特徴を もつのみならず[村 山 1931],人 間生 活の福 ・吉 ・財 ・寿 ・幸

などの維持獲得のたあに く実践〉されてきたものであり,今 日でいういわば環境アセ

スメントの具だったのである。 その発想が郭瑛の 『葬書(葬 経)』 に発することは,

今日の通説である。この書は晋朝期にあっても,大 衆書ではなく専門書であり,書 の

内容を識って 〈風水〉鑑定の識眼を有する専門家が必要だった。以来,そ の鑑定をも

っぱらとする専家があらわれ,か れらを 「風水先生」とか 「堪輿先生」などと称 した。

かれらの判断は辞典が教えるように,地 勢判断や方位判断により「好風水」,「好地脈」

を探求 して,人 間生活の く平安〉をもたらそうとするものだった。以下,辞 典の内容

はおおかた納得のできるものであるが,さ きにも述べたようにただ1点 だけが,本 章

の内容にかかわって くる。それは,辞 典のいずれもが 「看風水」(風 水判断)を して,

「迷信」と定義づけでいる点である。

 「迷信」とはいうまで もなく,正 統宗教や科学的知識からみて,道 理に合わない知

識,と くに信仰をいう。ある理性的判断か ら考えて,不 合理な盲目的な信仰をいうの

である。だから 「看風水」を執筆 した研究者やそれぞれの辞典の主編者の立場はもは

や明確で,少 なくとも く風水知識〉を もつ者の側にはおらず,む しろこれを 「非科学

的」,「不合理」,「無理性」,「邪教」とみていることは確かであろう。上記の辞典の言

葉を籍りていえば,現 在 〈風水〉観念がなおまだ存在 しているのではなく,今 日相手

の知識をしてなおまだこれを 「迷信」視する知識の所有者がいる,の である。人類学

にとって,あ まりにも馬鹿げた現実がここにあるのだが,し か し東洋的知識を論ずる

にあたって東洋的知識とは異なる知識が,こ こ東洋にあることを,問 題視せねばなら

ない。結論を先取りしていえば,〈風水〉を迷信視するかぎり,〈風水知識〉はとうて
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い理解で きない,と いうことである。

 〈風水〉を 「迷信」視することの問題が問題である として,早 くから 「宗 教 と迷

信」に関 して論じてきたのは,李 亦園(清 華大学教授)で あった。とか くわれわれ人

類学者は,相 手の知識をして迷信視する書物を,問 題外のものとしてかえって排斥す

る傾向があるが,李 はこれを宗教人類学的課題として,真 正面から取りあ げてきた

1李 1978:37-67]。 すなわち,李 はつぎのように言う。

 「台湾では,行 政機関で迷信めいた心理状態が充満 していると,よ くわれわれは聴

く。たとえば官僚が新規任官してくると,自 分の部屋の向きを最も適宜な方向に向け

るべく,机 を 『葬山面水』つまり山を背に して水に面するように配置しなおそうとす

る。このような状態にすることが好風水にすることであ り,こ のようにして官位昇格

ﾘ立 身出世ができるというのである。また,あ る市長が任官したおり,市 庁舎の前面

にある噴水池の方向を少 し変えて,不 運を回避 しようとしたこともある」[李 1978:

38]。    0

 このような観念を他者か らみて,人 をだまし人に害する不合理な 「迷信」だと人は

いう。 しからば合理的宗教と不合理な迷信との差はどこにあるのだろうか。李はつづ

けて言う。

 高名な学者たちは 「迷信」と 「正信」・「理信」とを区別 して,後 者は至上の理論的

基礎と至上の目標 とをもっており,厳 格な理性 ・知性と修行とを経たものであるとい

い,あ るいは英知にもとつく 「完美目標」 (りっぱな目標)を 具備 したものであると

いう。たしかに 「理信」や 「完美 目標」を備えることは宗教存在の重要な要素だが,

それらはあ くまでも一要 素でしかない。人類社会における宗教の存在にはおおかた3

種あって,第1は 個人がいかにして生きるかという 「生存機能」,第2は 社会にどう

適合してゆくかという 「整合機能」,そ して第3に は,世 界をどう認識するかという

「認知機能」がある,と いうのが一般的な説である。高名な学者たちの唱える宗教存

在の重婁性は,「 認知機能」の一部であって,か えって偏 った見方になって しまって

いる。科学技術が発展すれば,人 生問題や社会問題が解決されるのではなく,か えっ

て新たな宗教的難題をかかえこむことに もなる。むしろ現代の宗教存在にとって重要

となっているのは 「生存機能」や 「整合機能」であり,こ のような機能を併せ もつ歴

史的所産としての宗教を,「 迷信」とどうして認定できるだろうか。 目のまえの宗教

現象は,ま さに文化史や社会生態の観点にた って,考 えるべきなのである[李 1978:

43--441。

 いわゆる成立宗教がもっているところの世界観や知識も,1つ の知識で しかないと
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みているわた くしにとって,「 理信」や 「正信」と自認する宗教を,李 ほど容認する

ことはできないが,目 のまえにある宗教問題に敢然と答えようとする李の姿勢そのも

のに賛意を評したいと思う。まさにわれわれは,歴 史的に形成 されてきたあ らゆる知

識と,現 在社会が共有 しているところのあ らゆる知識を是認 し,こ れを民俗知識とし

て理解 しようとしているか らである。

 ところが最近,大 陸中国において1つ の知識革命が生 じている。カプラの枠組にお

いて,人 類精神に合理的 ・科学的知識と直観的 ・宗教的知識があるとすれば,近 代以

来,〈 風水知識〉は後者に属するものとして,研 究者の 「知識界」からも 「迷信」視

されたきたわけだが,逆 に く風水知識〉は前者の知識に属するとして,再 認識する傾

向があるのである。それはヨーロッパや日本における中国医学の再認識と,お そ らく

軌を一にするものであろう。 その 知識革命が,大 陸中国の 政府広報紙にもひとしい

『人民日報(海 外版)』 に転載 された記事によっているか ら,わ た くしの驚 きはなお

さらであった。 その記事は 「〈風水〉と新興の環境地理学」と題 して,ほ ぼ以下のよ

うな内容を紹介している。

 〈風水〉というこの言葉は,長 年のあいだ迷信の色彩を塗 り重ね られてきたが,最

近北京で行なわれた中国気功科学研究会理事 。張恵民の講演を聴いてみると,中 国古

代文化がじつは豊富な科学的内容を蓄え含んでいたものだったことがわかった。 〈風

水〉もまたその1つ である。いわゆる 〈風水〉が良いとか悪いとかいうのは,実 際に

は人間と経済に与える地理的環境の影響の良 し悪 しのことを言 っているのである。い

ま各地でおきている隼活上の不可解なできごと・たとえば一定の場所での交通事故の

多発とか,あ る深夜時間帯での子供の夜泣きの多発であるとか,熱 発患者が引越 しす

ると自然に熱がとれて しまうとか,方 形建築を円形に建て直すと財運が好転 したとか,

各地のそれ らの因果のわからぬできごとは,よ く調べてみるとみな,地 理的環境の人

間の生理や心理に対するただならぬ影響だったのである。中国古来の 〈風水学〉によ

れば 『山環水抱』の環境にはかならず気が作用 してお り,気 が作用すれば万物の旺盛

な発達をうながすことを説いている。考えてみれば 『山環』の地形は防風防砂の役目

を果たし,そ れは作物の生育に有益である。また 『水抱』の地形は陸上交通が未発達

な時代には,舟 運や灌瀧の悩みを解決していたのである。どうした 〈風水〉観法の再

認識による新興の環境地理学研究は,す でに国外で盛んに研究されているが,中 国で

は延々と続いた封建時代に,す でにこのような素養を流布 し蓄えていたのである。 こ

の 〈風水〉を現代科学でとらえなおし,そ の本質を究めることこそいま重要である…

… [張 1988:8] 。
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 大 陸 中 国で,今 度 は く風水 〉 を 科 学 的 に再 認 識 す る,あ る い は科 学 と して 再 興 させ

る とい う動 きが 始 ま った か の よ うであ る2)。 しか し,〈 風水 〉 を科 学 と して み る,い

な 「科 学 ら し き もの」 と して み る とい うと らえ か た は,い まに 始 ま った もので は な い

[ie. EIT肌 1883;DE GRooT 1897;NEEDHAM&WANG l956;FEUCHTWANG

l972;ROSSBACH 1983;Ho I985な ど]。 〈風 水〉 を 学問 的 対 象 と して早 期 か ら こ

の独 特 の 思 想 を,世 界 に 紹 介 して きた の は む しろ ヨー ロ ッパ 人 た ち だ った[渡 邊

1988b]。 なぜ な ら 〈風 水 〉 の論 理 が,ヨ0ロ ッパ の 〈科 学 〉(science)に 酷 似 して い

た か らで あ る。 した が って 〈風 水 〉 を して か れ らは,「 中 国科 学 」 だ とか 「疑 似 科 学」

な ど と称 して きた。 ひ ろ い意 味 で 〈風 水〉 を 「科 学 」 と して 理 解 して きた こと は,こ

れを 「迷 信 」視 す る よ りは るか に そ の 内容 の理 解 に 役 立 った。 い ま で は 大 陸 中 国 は別

と して,な る ほ ど 中国 科 学 技術 史 の 正 当な1項 目に,〈 風 水〉 の名 があ げ られ て い る

[ex. NEEDHAri1&WANG l956]。 〈風 水 知 識〉 を ヨー ロ ッパ科 学 の 基 準 に そ って 再

分 析 し再 評 価 す る こ と も,ま た 今 後 も継 続 して み れ ば,有 益 な 知識 交流 と な るか も し

れ な い が,わ た く しは,〈 風 水〉 を ヨー ロ ッパ 科学 に照 ら して 「科 学 」 だ とす る傾 向

に も,あ ま り賛 成 で きな い。 た しか に 〈風 水 〉 判 断 は,「 科 学 的」 に証 明 し うる多 く

の 因 果論 を 含 ん で い る。 造 形 空 間 の 立 地 論 か ら治 山 治 水事 業 の プ ラ ンに いた る まで,

きわ め て合 理 論 的で あ り,ヨ ー ロ ッパ 科学 と結 果 を 同 じ くし うる3)。 しか し 〈風 水〉

固 有 の 観法,す なわ ちた とえ ば吉 地 を 「金 鶏 抱卵 形」,「飛 鳳 帰 巣 形 」 な ど と判 断 した

り,住 宅 居 住者 の 生 年 や 建 立 日時 を 勘 案 して,吉 方 を 「辛 巳辛 亥分 金 ・水 納 陽火 ・丁

亥 丁 巳分 金 」 な ど と判 断 す る こ とその もの は,ヨ ー ロ ッパ起 源 の 「科 学 」 とは お よそ

無 縁 で あ るか原 則 を 異 に して い る。 〈景観 の ゲ シュ タル ト〉を 観 よ う とす る 〈風 水 〉観

法 は,「 科 学 」 の よ うに 〈分 析 的〉であ る よ りむ しろ 〈統 合 的〉判 断 に よ って お り,所

応 ・感 応 に も とつ く く風 水 〉 判 断 は,ま た は るか に 〈直 観 的〉 で あ りか つ 〈審 美 的 〉

なの で あ る[CL NEEDHAM&WANG l956:403;郭 ・堀 込 1980:219]。

 以 上 の よ うに 考え る と,〈 風水 〉 を 「科 学 」 で あ る と認定 す る こ とは,そ の結 果 と

して 「科 学 」 と共 有 しう る 〈風 水 〉の 部 分 的 知識 しか 理 解 で きな い ことに な り,そ の

理 解 は結 局 の と ころ 〈風 水 知 識 〉 の体 系 を分 断 し,そ れ を 「迷信 」 視 す る こ と と同 様

2)〈 風水〉を して 「科学」だ と規定 しているのは,な にも研究者 だけではない。 その点で興味
                     ムプンス       ムカバク

 深いのは,韓 国農村である。多 くの老人たちは,〈風水〉は 「真の科学」であるといい,一 般 の
         0:シ ン                                            の

 人 びとも〈風水〉は 「迷信」ではない,と 考えて いると言われ る[BRANDT 1971:84,179]。 た
 だ し韓国のこの例の場合,ヨ ー ロッパでいう く科学〉とは意味がちが って いて,〈 風水知識〉の
 別名と しての 「科学」 と考えてよいであろう。
3)東 洋 に合理 的知識があるな ら,ま た ヨーロ ッパに も直観的知識のあ ることを,カ プラは認め

 て いる。本文 中では ヨーロ ッパ的知識 一合理的知識 東洋的知識 一直観的知識 としているが,
 それは環境認識 に対する主た る傾向にす ぎない。
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に,み ずからの価値基準をもって理解するに終わるのである。たとえば,中 国科学に

比類なき洞察をほどこして世に知 られたニーダム(J.Needham)で さえ,〈 風水〉は

中国人に対 してはなはだしい 「科学的」利点をもたらしたが,他 の点でははなはだし

く 「迷信的」な体系に発展した,と 述べている[NEEDHAM I986:403]。 〈風水〉を

「科学」視することも 「迷信」視することも,同 等の視点にあることの証左であろう。

〈風水〉を理解するには,〈 風水〉か ら考えはじめねばならない。 〈風水〉は く風水〉

であって,そ れ以外のなにもので もない[渡 邊 1988b]。 いいかえれば,わ れわれが

〈風水〉を理解するには,〈風水知識〉を もつ相手と,そ の知識を共有せねばならない,

ということである。 すなわち,沖 縄における 「文化討論会」で,陳 が 「『三合院』住

宅と 〈風水〉は関係ありません」としたのは,陳 自身のもっている知識が両者の関係

を否定 しているのであって,泉 州市付近の人びとがもっているであろう知識とは,お

そらく別のものだっただろうということである。

IV.住 宅 と 〈風水〉 「陽宅」 の理念

 〈風水説〉では人間の住まいである住宅を 「陽宅」といい,祖 先の棲家としての墳

墓を 「陰宅」という。これについてわた くしはすでに紹介ずみであり[渡 邊 1988b,

1989a],本 稿では重複解説することをさけることにする。 福建省や台湾省など,〈 風

水〉では内外でつとに知られた地域で,〈 風水〉観法がなぜ,ど のように一般住宅の

建築工程や日々の生活に応用されているのか,理 解することはきわめて容易である。

陳の説明にあったように,〈風水〉によらないか ら家屋建築は土地の形や道路や門の

位置が重要な判断材料となり,「三合院」住宅は 〈風水〉 と無関係なのかどうなのか,

この地域の 〈風水〉理念とその実際を知ることによって,十 分検証することができる

であろう。そこで以下では,ま ず 〈住宅風水〉の基本理念を知り,あ わせて次章以降

で事例を掲げて,〈住宅風水〉のありようを理解することにしたい。

 前章で触れた 『辞典』類にも掲げてあったように,〈 風水〉は生者のみならず死者

もまた,現 世 ・来世でいかにして安寧な生活が送れるかという目的のもとに,考 察さ

れた郭瑛の 『葬書(葬 経)』以来の思想であると,0般 にいわれている。 気(生 気)

に乗ずれば祖先は安ん じ子孫は栄えるというこの〈風水之法〉を,「陽宅」に焦点をあ

てて理解 しようとするがために 〈陽宅論〉の研究書,関 華山の研究[関 1981:186-

191]と 董芳苑の研究[董 1988:56- 61]を 主に参考にしながら,そ の理念をまず紹

介しておくことにしたい。
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 〈風水〉の原則は幽明(あ の世とこの世)を 分かたず,ま た現世の都市か ら個人の

命運まで,そ のレベルを分かたず,あ らゆる現象を0元 的に説こうとする点で,い か

なる く風水説〉といえども大原則として同じである[渡 邊 1988b:89]。 大原則は同
                               けつ
じなのだが,そ の下位 レベルでは,た とえば 〈墓地風水〉は山岡に 「穴」を求あるの

に対し,〈住宅風水〉では平地にその多 くを求めねばならないなど,双 方の 〈風水〉観

法はおのずからその判断の重点がちがって くる。山間に多 くの吉地を求める 〈墓地風
                   やまなみ

水〉では,し たが って第1の 重要な判断は山脈の形態であり,地 質 ・水流そして方位

などへと及ぶ。 が,〈 住宅風水〉では住宅建築の多 くが平地でなされるわけであるか
         やまなみ
ら,水 流はあって も山脈はないので,方 位判断を第1に 考えざるをえない。平地では
                                 やまなみ
一般にまず方位を判断 してか ら,地 質 ・水流 ・周囲の建物,そ して遠方の山脈の影響
                                  けつ
を含めた天地の生気の集結状態を判断 していくのである。生気の集結地点(穴)や 集

結状態がわかれば,生 気を貯える方法として,家 屋の位置 ・塀や壁 ・樹木 ・屋根型 ・

門の向きや形態 ・それぞれの造営物の寸法 ・道路と建物との関係などが判断 ・立案さ
                                   フオ ム

れていくことになる。 〈風水〉判断には大別 して,地 勢判断重視のいわゆる 「形勢学
                         プリンシプル
派」(別 名 「江西学派」とも 「輪州法」 ともいう)と,「 原理学派」(別 名 「福建学派」

とも「福州法」ともいう)と があるとされてきたわけであるが[FEucHTwANG l972:

16-18;FREEDMAN l979:322-323;デ ・ホロー ト 1986:102-104;都 築 1986:

38-39;W肌LER 1987:174-177;渡 邊 1988a:590-591],双 方の学派は判断に有

利な地形や地域を違えて,た がいに共存 しうるということになる。

 住宅建築のどこで,〈 風水〉判断が必要になるのか。建築工程は概して 「動土」(整

地)→「起基定椿」(定 礎定向)→「竪柱上楳」(柱 立て梁上げ)→「安門」(門造 り)→「作

壮」(竈造 り)→「入宅」(入 家)と いうプロセスを踏むが,こ のなかで 〈風水〉判断は

整地 ・梁上げ ・竈造 り・入家のおりに,儀 礼とともに実施されるのである。とくに家

屋が建築されるまえの判断は重要で,「 向法」つまり方位判断によって建設基準地が

決まるか ら,「風水先生」,「地理先生」,「堪輿先生」などの 〈風水〉専家は,「 羅盤」

(方位盤)を 用いて気脈を測定 し,盤 上に最適の方向を記すために一線を引き,建 築

を指導するのである。住宅の方位判断の対象で最 も重要 とされる対象は,狭 義には水

の流出口で広義には気一般の流出口である 「水口」である。気の流出口がどこである

か,地 形変化がほとんどない場合には,「五行」・「七政」(貧 ・巨 ・腺 ・文 ・廉 ・武 ●

破)・「九星」など,方 位盤上の各方位基準を勘案 して,方 向を判断せざるをえない・

気の判断には,地 流の気すなわち 「地気」はむろん重要で家屋の中央で判断されるが,

住宅全体か らして 「水口」にあたる門にある気,す なわち 「門気」もまた重要な判断
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対象になっている。家屋の 「地気」同様に 「門気」もまた,改 めて日を選び方位を判

断するなどして設定される。だから門は 〈風水〉上きわめて重要で,生 活上タブーの

集中するところの1つ となっている[c£ 林 1981:206--207]。 門に深 くかかわるく風

水〉上の判断対象は,な んと言 って も道路の走る方向である。道路が門構えと平行し

て門前を横切っているか,そ れとも門前と直角に伸びているかなどで吉凶が左右 され

るし,凶 となれば防護策として遮蔽物や呪符を設 けねばならない。方位判断のなかで

も 「東南西北」の方位基準ほどよく知 られ,東 アジアにひろく行きわたって観念 され

ているものはなかろう。 中国における都市や住宅の最も理想的方位配分 といえば,

「坐北向南」(北 を背にして南を向 く)で あり,こ れに 「罪山面水」 (山にもたれて水

に面する)と いう地形が得られれば,そ れは桃源郷にも等 しい。すなわち図1に ある

ような,前=朱 雀=南,後 一玄武一北,左=青 龍 一束,右=白 虎=西 の方位配分の シ

ンボリズムである。これに 「葬山面水」の地形配分によるシンボリズムを加えたもの

が,俗 にいう 「東辺有河流,西 辺有大道,東 方有平地,北 方有小山」の理想郷であり,

〈地霊人傑〉の吉地である[c£ 洪 1986:306;三 浦 1988:175]。

 いわゆる 「四神相応」の地としての理想郷の説明にたち入ると,〈 住宅風水〉の次

元をはるかに超えて議論が拡大 して しまうので,ふ たたび議論を 〈住宅風水〉の理念

追求にもどす。図2を みていただきたい。図2は 関華山の作図によったものであるが

[関 1988:189],こ の図は 「陰宅」すなわち墳墓の理想的 〈風水〉環 境を,簡 略化
                           けつ
して表現 したものであるという。図2に 示されるように,「 穴」を中心として正方位

の軸線があり,地 形は軸線に沿ってほぼ対称である。山岡か ら「龍脈」が貫通し,「左
              やまなみ                       けつ
龍」(青 龍),「右虎」(白 虎)の 山脈を配 している。「穴」前には 「明堂」(平地)が ひ

'図
1 理想的な住 宅の方位 配分 [董 1988:59]
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        図2 理想的な陰宅環境の簡略 図 [関 1981=189]

   けつ
らけ,「穴」後には 「楽山」(小 山)を 擁 している。 水流は平地を囲って,「 明堂」の

つきるところで結んで流出している。これが 「山環水抱」の地なのである。この 「山

環水抱」の地は,興 味深いことに住宅 ・公共建築などの,い わゆる 「陽宅」と相似形

をなしている,と 関は指摘する[関 1981:189]。 関の作図が不鮮明なので,住 宅配

置図はわたくしの図[渡 邊 1976:72]を 用いて比較 したい。 図3-cの 「五間起二条

龍」すなわち 「三合院」住宅において,図2の 「楽山」は 「正身」である。「左龍」・

「右虎」はそれぞれ左右の 「護龍」である。「明堂」は中庭(こ れを 「院子」と称する)

である。気の流出するところ,す なわち 「水口」は門である。また 「三合院」住宅は,

左右に腕を伸ばして 「左龍」・「右虎」同様に,幾 層にも 「護龍」を設けることができ

る(だ からこれを別名 「伸手」ともいう)。関の指摘に言籍 りていえば,「台湾の伝統

的な民家は,『正背』(前 後)対 称,層 々相抱の原則が,陰 宅の理念に合うように して

表わされうる」[関 1981:189-190]の である。図3-cに 代表される 「三合院」住宅

は,図2と まったく同様に生気を集結させ,風 の吹きぬけを防ぎ,風 を貯える構造に
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図3 館 内の部屋配置の ヴァリエー シ・ン [渡邊 1976:72]'
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                 けつ
なっているのである。生気を集める 「穴」は,住 宅の場合,「 正庁」にある。陰宅の

場合は墓墳内にあ って,祖 先の骨が生気に感応することにより,子 孫の繁栄を保証 し

守護している。 この原理は住宅の場合 も,ま った く同じである。 「正庁」には位牌が

祀られ,そ れが祖霊の象徴になっている。すなわち 「正庁」(仏 間)の 位牌の祖霊は,

子孫を繁栄 させ守護 しているわけである。台湾の民家で,「 護龍」というのは 〈風水〉
                              けつ
上の意味がある。 それをまた 「左龍右虎」ともいう。 「正庁」の 「穴」に貯えられた

生気は,「護龍」を伝い中庭に流れて,子 孫は生気を浴びるのである。「文化討論会」

で陳は,「位牌は家の真ん中に置 く」と称した。〈風水〉の このような原則論を離れて,

〈風水〉の論理と同等にその理由を説きうる論理がどこにあるだろうか。

 関の空間観念の考察は,ま だつづく。なぜ陰宅と陽宅とが,か くも同 じ原則を共有

しあうのか。〈風水〉の原典釈義によらず,ヤ オ族の 「国見」(風 水判断)を 紹介した

常見純一の報告[常 見 1980:202]に よりつつ,そ れを応用 して住宅空間の理念を

関は表現しようとする。〈風水説〉が一種の 〈身体論〉であることは,墓 を女陰にたと

えたり,地 形を人体にたとえたりする東アジァ各地の世界観であきらかなことだ[村

山 1931:219;仲 松 1968;フ ライ 1969;宮 城 1972;三 浦 1988:167-168

など]。その原則を,関 は老子の 『道徳経』にいう 「道生一,一 生二,二 生三,三 生万

物,万 物負陰抱陽,沖 気為和」 (第42章)に もとめているが,そ れはた しかに大原則

中の大原則で,か ような原典にまでさかのぼって説 く必要 もないであろう。そもそも

中国では,身 体宇宙と大空間の宇宙とは 〈入れ子〉的であり,気 によって関係づけら

図4 陰陽両宅の身体宇宙 [関 1981:191」
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